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Earth戦略に、なぜ働き⽅改⾰の視点なのか

背

景

⼈⼝減少

⾼齢化
(65歳以上)

少⼦化
(15歳未満)

(2015年) 1.27億⼈ ⇒ (2045年) 1.06億⼈（▲2100万⼈、▲16.5%）

(2015年) 3387万⼈、⾼齢化率26.6% ⇒ (2045年) 3919万⼈、⾼齢化率36.8%

(2015年) 1595万⼈ ⇒ (2045年) 1138万⼈（▲457万⼈、▲28.7%）

問

題

⽣産年齢⼈⼝の減少 (2015年)7728万⼈、構成⽐61% ⇒ (2045年)5584万⼈、構成⽐52%

社会保障制度・⺠間企業福利厚⽣制度の破綻

国⼒・地域⼒（社会活⼒・企業成⻑）の減衰

国際競争⼒・イノベーション⼒の減退
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課題 視点 取組み

⼈材確保
（⽣産⼈⼝の拡⼤）

イキイキ
（⾃律）

ＥＳある職場づくり
（幸福感・充実感が、⾼いパフォーマンスを作る仕組み）

ダイバシティ
（多様化）

⼥性 ⇒ 登⽤・活躍

⾼齢者 ⇒ 登⽤・活躍

⽣産性向上 仕組み
（制度）

先端技術の導⼊（ＲＰＡ、ＡＩ等）

テレワーク等の新⼈事制度設計

リカレント等による⽣産⼈⼝の底上げ

働き⽅改⾰
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飯塚病院での事例

イキイキとした職場づくり 〜ES向上に向けた取組事例（飯塚病院）〜

従
業
員
満
足
度
を
高
め
る
に
は
？

企業独自の理念の策定
(風土づくり、文化醸成)

・「まごころ医療、まごころサービス、それが
私たちの目標です」との経営理念に基づく運営

信頼し合える人間関係の構築
(上司、部下、メンバー)

・「冬凪会」という職レクを企画する親睦団体が
あり、社内運動会をはじめとする社員の一体感
醸成施策を推進(所定労働時間内での検討も可）

仕事の内容
(やりがい、達成感)

報酬・待遇
(給与、休日、福利厚生(人事制度) 等)

・QCサークル活動を通じた自主的な業務改善や
チームワーク醸成が良好な職場づくりに繋がって
おり、ESアップにも寄与。

(なお、ﾄﾖﾀ九州との交流は各個人ﾚﾍﾞﾙで継続中との事）

QCｻｰｸﾙ活動や職ﾚｸ(冬凪会)による従業員の⼀体感醸成やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ充実の機会が
⽇常的にあり、本⾳で語れる⾵通し良い職場環境と良好な⼈間関係を形成。
⇒⾃⼰成⻑を⽀える職場⾵⼟や⼈間関係、患者の喜びが⾒える仕事の充実がES向上に寄与

構成要素(論点)

出産・子育て
支援

異業種交流

家族的風土

総括すると

（一般的な例）

・休日(自由時間)の付与によるリフレッシュや
自己啓発の機会有

・出産/育児、ｾｶﾝﾄﾞｷｬﾘｱ支援等、世帯や世代に
応じたパーソナルサービスの充実
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ダイバシティ経営 〜新しい価値の創造事例〜
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１.有期雇⽤の無期雇⽤化

２.育児勤務制度の拡充

・2017.4 フルタイム有期雇⽤社員全員を無期雇⽤化
・2018.4 パートタイムの有期雇⽤社員は、2回⽬の更新時期に⾃動的に無期雇⽤化
・2018.4 無期雇⽤化に伴い、育児勤務、介護勤務、傷病休職などを社員と同様に変更

・出産する従業員本⼈の９０％が1〜3年の育児休業を取得、ほぼ全員が育児勤務を利⽤して復
帰（2018.8現在 20名が育児休業中、69名が育児勤務中）
・2017.4 ⼀時的時間延⻑制度導⼊︓⽉5⽇までフルタイム勤務可能
・2017.4 フルタイム早番固定勤務導⼊︓⼩学校4年の3⽉末まで

３.介護勤務の拡充と⾒直し
・2017.4 スライド勤務制度︓短時間勤務（5ｈ、6ｈ、７ｈ）のまま、勤務時間帯の変更可
・⼀時的フル勤務制度 本⼈の希望で、1ヶ⽉に5⽇間までフルタイムで働くことができる。介護の
状況に合わせて早番、遅番を選択可

制度・仕組みの変⾰ 〜⼈事制度改定事例（岩⽥屋）〜
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４.インターバル勤務制度の拡充

５.所定労働時間の⾒直し

・・・2010年に導⼊。2017年4⽉より
インターバル時間を10時間→11時間へ

・・・従業員モチベーション向上、採⽤競争⼒向上が⽬的
2018年4⽉より、１⽇の拘束時間を３０分短縮
(所定労働時間15分短縮、休憩時間15分短縮）

6.残業時間の削減
・・・早遅シフトの固定やパソコン⾃動シャットダウンなど

2017年(管理職6.7H ⼀般2.5H）

７.テレワーク制度導⼊
・・・モバイル勤務、サテライトオフィス勤務、在宅勤務を可能に。

2019年４⽉より。

制度・仕組みの変⾰ 〜⼈事制度改定事例（岩⽥屋）〜
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